
農業生産管理SaaSの概要
生産計画から収穫・出荷まで、農業生産プロセスに関わる情報を

データで管理・集計
複数の生産者の生産プロセス情報を集約・見える化・マネジメント

農業
生産管理

生産
マネジメント

集約
マネジメント

メニュー 主な機能 導入メリット

・計画
（生産、作業、出荷）

・実績
（作業、施肥・防除、見回り）

・振り返り
（作業実績・コスト集計、
品質管理）

・品質管理
・需給調整
・マニュアル共有
・営農指導支援
・作付毎の状況把握

・農業の経営・生産・品質
の見える化
・適時作業の実践
・客観的な数字に
基づいた経営判断

・原料を調達先の生産
計画段階からﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
・4定（定時、定量、
定品質、定価格）の実現

農業生産者

主な対象

食品加工・卸
小売・外食・商社
自治体・ＪＡなど

主な対象
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農業生産管理SaaS
生産マネジメント
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日々の作業実績を、簡単に記録

①いつ

③どこで

②誰が

④何の作業を

⑤何時間行った

簡易作業実績記録
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作業実績入力

 PCからの入力では、農薬・資材・農機などの使用詳細情報も入力
可能
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実績（コスト）集計
 圃場毎に、人件費、資材費の使用実績が集計され、予定利益がリアルタイムで

把握可能
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ドリルダウン

実績データをドリルダウンして参照する
ことで、事象の原因を詳しく分析。

労働時間の過多から作業の仕方などを、
資材コストの過多から散布の適切性な
どを、問題となる生産履歴まで遡ります。A B C D E F G H I J K L M N O

P

総
労
働
時
間
と
資
材
費
積
上
げ

作型や圃場別に表示

コストの多くを占める
資材をクリック

あいう乳剤 かきく液剤 さしす粉剤 たちつ粒剤 キク薬剤

かきく液剤 あいう乳剤 キク薬剤

該当資材の年間
使用実績を俯瞰

あいう乳剤かきく液剤

この日の作業に
改善余地あり！

何の資材が高コスト要因か？

該当資材の利用状況は？

いつの作業に問題がありそうか？

事実に基づいた経営判断支援

Copyright 2012 FUJITSU LIMITED17



センサーデータの蓄積・活用

 農場に気象センサーやカメラ、土壌温度計等を設置することで、日々変化する温度・湿
度・日射量等の情報をクラウドで自動的に収集・蓄積

 蓄積された情報は、今後の最適な栽培を目的とした分析・検証のための重要なデータと
なる

Field Server :株式会社イーラボ・エクスペリエンス様 製品
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 2002～2008年の果樹試験場の気温データをもとに開花盛期予測日を計算

2/1時点での開花盛期日予測

0

50

100

150

200

250

2/6 2/26 3/18 4/7 4/27 5/17

有
効

積
算

気
温

[℃
・
日

] 平均

min

max

開花盛期基準

4/19時点での開花盛期日予測
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実績： 5/14に 238℃・日を超えた
実際の観測でも開花盛期
（満開日）は5/14であった

平均 最早 最遅

2/1予測 5/8 5/4 5/15

4/19予測 5/11 5/9 5/15

4/24予測 5/14 5/13 5/17

センサーデータ活用例
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・開花時の有効積算気温を238℃・日
と規定（生育限界気温10℃）
・気温の実績値は、アメダスと果樹試
験場の過去の2～4月の気温を比較
し補正
（果樹試験場値＝アメダス値-
0.65℃）
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